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 データ交換によく用いられることの多い「CSVファイル」
は、通常、「テキスト形式」であるため、「ウイルス感染のリ
スクはない。」とされていますが、そういった先入観につけ
込む標的型メール攻撃が確認されています。 

Microsoft Excel がインストールされている端末
では、CSVファイルは Excelに関連付けがされます。
マクロを組み込んだ Excelファイルの拡張子を CSV
ファイルに偽装することで、ファイルを開いた際に
Excelマクロを起動させて攻撃を行います。 

Comma Separated Values の略で、「.CSV」の拡張子が使用されるフ
ァイル形式です。テキストデータをカンマで区切って、表計算ソフト
やデータベースなどのデータをテキスト形式で交換するために使用さ
れています。 


